
R O M A N T I C

函
館
建
物
散
歩

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
、
懐
か
し
い
街
並
み
を
め
ぐ
り
歩
く
。



建
物
の
記
憶
を
、

探
り
歩
く
旅
。

函
館
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る
西
部
地
区
に
は
、

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の
初
め
に
か
け
て

建
て
ら
れ
た
建
物
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、
た
だ
保
存
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

時
代
に
あ
っ
た
改
修
を
重
ね
て

現
役
で
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

函
館
の
景
観
を
よ
り
深
く
楽
し
む
の
な
ら
、

長
い
時
を
経
て
き
た
造
形
を
鑑
賞
し
な
が
ら

建
物
の
記
憶
を
た
ど
る
旅
を
し
ま
せ
ん
か
。

古
い
街
並
み
を
訪
ね
歩
く
こ
と
は
、

建
物
の
持
つ
物
語
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。

積
み
重
ね
て
き
た
生
活
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
。

休
む
こ
と
な
く
走
っ
て
き
た
私
た
ち
が

先
を
急
ぐ
ば
か
り
に
手
放
し
て
き
て
し
ま
っ
た

大
切
な
何
か
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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エリア

A

函
館
建
物

散
歩

１
８
５
９（
安
政
6
）年
、

長
崎
・
横
浜
と
と
も
に

日
本
最
初
の
貿
易
港
と

し
て
開
港
さ
れ
、
欧
米

文
化
が
上
陸
し
た
函
館
。

明
治
40
年
こ
ろ
に
建
築

さ
れ
た
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

は
、
い
ま
も
か
つ
て
の
面

影
を
と
ど
め
、
時
代
の

波
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

明
治
40
年
代
に
建
て
ら
れ
た
赤
レ
ン
ガ
の
倉
庫
が
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
し
て

再
生
さ
れ
た
の
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た

１
９
８
８︵
昭
和
63
︶年
。

か
つ
て
海
産
物
の
集
積
地
だ
っ
た
船
着
き
場
は
、

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

港
町
と
し
て
繁
栄
し
た
時
代
の
面
影
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。
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1 BAYはこだて
旧日本郵船の倉庫で、今も残る堀割が港町
函館の歴史を彷彿とさせます。映画やテレ
ビの撮影にもよく使われる風景です。
建築年・構造／明治15年・れんが造平屋建
所在地／豊川町11-5 伝建

2金森倉庫1号・2号（金森洋物館）
この周辺は享和年間から埋め立てられ、造船所や外国人居留地が設けられていました。倉庫街として
発展したのは明治20年ごろからで、切妻の屋根やアーチ型の防火扉にかつての名残が感じられます。
建築年・構造／明治42年・れんが造平屋建　所在地／末広町13-8,16 伝建

3金森倉庫3号（金森ホール）・4号（函館浪漫館）・5号（函館ビヤホール）
北洋漁業の衰退で倉庫業がかつての勢いを失うなか、巨大なれんが倉庫もコンサートホールや
ビアホールとしてリニューアルし、ベイエリア再開発の成功例として先駆的な役割を果たしました。
建築年・構造／明治42年・れんが造平屋建　所在地／末広町14-16 伝建

赤レンガ倉庫群
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昭
和
の
初
期
、函
館
の
日
本
橋
と

う
た
わ
れ
る
ほ
ど
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
末
広
町
。

１
９
２
３︵
大
正
12　
︶年
に
誕
生
し
た

モ
ダ
ン
な
百
貨
店
が
現
在
は

﹁
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
﹂

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
大
理
石
の
階
段
は
往
時
の
ま
ま
。

東
北
以
北
最
古
の
手
動
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も

現
役
で
す
。

エリア

A

函
館
建
物

散
歩

4
函
館
市
末
広
町
分
庁
舎

　（
函
館
市
地
域
交
流

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）

丸
井
今
井
百
貨
店
と
し
て

建
設
さ
れ
、
昭
和
45
年
か

ら
は
市
の
分
庁
舎
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
建
物
で

す
。
角
部
を
な
だ
ら
か
な

ア
ー
ル
状
に
し
て
主
玄
関

を
配
置
し
て
あ
り
、
角
地

の
立
地
条
件
を
活
か
し
た

設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

建
築
年
／
大
正
12
年

構
造
／
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

所
在
地
／
末
広
町
４-

19

景
観

函
館
市
末
広
町

分
庁
舎
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6高田屋嘉兵衛資料館2号
海産物倉庫を再利用した資料館。北前船の
歴史などを展示していますが、石造に漆喰
塗の蔵そのものも見逃せません。
建築年・構造／明治36年・石造平屋建
所在地／末広町13-22 伝建

5
旧
茶
屋
亭

和
風
の
１
階
に
は
出
窓
、

洋
風
の
２
階
に
は
縦
長

窓
。
１
階
と
２
階
の
間
に

は
胴
蛇
腹
の
装
飾
を
施
す

な
ど
、
建
築
技
術
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
防
火

の
た
め
に
造
ら
れ
た
瓦
屋

根
の
れ
ん
が
塀
に
も
注

目
。

建
築
年
／
明
治
期

構
造
／
木
造
２
階
建

所
在
地
／
末
広
町
14-

28

伝
建

明
治
末
期
に
建
て
ら
れ
た
木
造
２
階
建
の
建
物
は
、

も
と
も
と
海
産
物
を
扱
う
商
家
で
し
た
。

１
階
は
ひ
さ
し
の
あ
る
純
粋
な
和
風
、

２
階
は
縦
長
の
上
げ
下
げ
窓
を
配
し
た
洋
風
で
、

函
館
発
祥
の
典
型
的
な
和
洋
折
衷
様
式
で
す
。

6高田屋嘉兵衛資料館1号
2号が石造なのに対し、1号は鉄筋コンク
リート造。当時最新の耐火素材を使いなが
ら、伝統的な意匠を守っています。
建築年・構造／大正12年・RC造平屋建
所在地／末広町13-22 伝建

7ザ・グラススタジオイン函館
明治末期に建てられた海産商の倉庫で、瓦葺
の切妻屋根が特徴。アーチ状の開口部が、港
町の風情をしのばせる洋風建物です。
建築年・構造／明治43年・れんが造平屋建
所在地／末広町14-2 伝建

9市水商会
1階は格子窓、2階は縦長窓と、典型的な和
洋折衷建物です。胴蛇腹や軒蛇腹など外壁の
装飾も高水準です。
建築年・構造／明治42年・木造2階建
所在地／末広町14-5 伝建

10深谷米穀店（ラ・コンチャ）
大正時代から米穀店兼住居として使われてき
た和洋折衷建物です。いまはスペイン料理の
レストランとして使われています。
建築年・構造／大正6年・木造2階建
所在地／末広町14-6 伝建

8和雑貨いろは
和風の格子戸がはめ込まれた1階、縦長窓を等
間隔に配置した2階。異なる意匠を違和感なく
まとめた建築技術に目を見張ります。
建築年・構造／明治41年・木造2階建
所在地／末広町14-2 伝建

旧
茶
屋
亭
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江
戸
末
期
に
ロ
シ
ア
人
ニ
コ
ラ
イ
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
た
ロ
シ
ア
正
教
会
の
教
会
で
す
。

漆
喰
の
白
壁
と
緑
色
の
銅
板
屋
根
に
、玉
ね
ぎ
型
の
６
つ
の
ク
ー
ポ
ル
は
、

函
館
の
顔
と
も
い
え
る
ほ
ど
有
名
。

ロ
シ
ア
ビ
サ
ン
チ
ン
様
式
を
ベ
ー
ス
に
し
た
１
９
１
６︵
大
正
５
︶年
の
建
築
で
す
。

エリア

B

函
館
建
物

散
歩

函館ハリストス正教会
7



11
函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

　
復
活
聖
堂

日
本
初
の
ロ
シ
ア
正
教
会
の
教
会

で
す
。
れ
ん
が
壁
に
漆
喰
を
塗
っ

た
白
壁
と
、
銅
板
屋
根
の
緑
色
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
で
、
元

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
。
屋

根
に
は
玉
ね
ぎ
型
の
ク
ー
ポ
ル
が

６
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
十
字
架

を
戴
い
て
い
る
の
も
独
特
。
ロ
シ

ア
ビ
ザ
ン
チ
ン
様
式
の
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
国
の
重
要
文
化
財
。

建
築
年
／
大
正
５
年

構
造
／
れ
ん
が
造
平
屋
建

所
在
地
／
元
町
３-

13

伝
建

12遺愛幼稚園
下部が急勾配で上部が緩やかなマンサード屋根のおしゃれ
な洋館。縦長窓を配し、１階腰部分にはハーフティンバーを
取り入れたスティックスタイルのデザインや、入口上部の櫛
形ペディメント（破風）が特徴です。
建築年・構造／大正2年・木造2階建
所在地／元町4-1 伝建

函館ハリストス正教会門柱
築年／大正5年
構造／石造
所在地／元町３-13
伝建
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カ
ト
リ
ッ
ク
元
町
教
会
の
建
築
は

１
９
２
４︵
大
正
13
︶年
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の

特
徴
を
持
ち
、
横
浜
の
山
手
教
会
、

長
崎
の
大
浦
天
主
堂
と
同
様
に

古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

六
角
形
の
荘
厳
な
尖
塔
と
、

屋
根
に
取
り
付
け
た
風
見
鶏
は
、

石
畳
の
美
し
い
大
三
坂
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

エリア

B

函
館
建
物

散
歩

13
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　
元
町
教
会
聖
堂

　
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

の
大
火
で
類
焼
し
た
れ
ん

が
造
の
教
会
堂
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
補
強
し
て
い
ま

す
。
正
面
右
側
の
大
鐘
楼

は
、
こ
の
と
き
に
増
築
し

た
も
の
。
堂
の
内
部
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
ゴ
シ
ッ
ク
建

築
の
特
徴
を
有
し
て
い
ま

す
。

建
築
年
／
大
正
13
年

構
造
／
れ
ん
が
造
平
屋
建

所
在
地
／
元
町
15-

30

伝
建

カトリック元町教会
9



14鷲見家所有建物・附属石塀
ピンクの外観がひときわ目立つ洋館。やわら
かにうねる破風や、曲面に配した開き窓など
がロマンチックな雰囲気。屋根の上には暖炉
用煙突が見えます。
建築年・構造／大正10年・木造2階建
所在地／元町15-28 伝建

17ホテルニュー函館
旧安田銀行函館支店として建設された建
物。中央に円形の付け柱4本建、その間に
縦長の窓を設けたデザイン。銀行建築が再
利用された早い事例です。
建築年・構造／昭和7年・RC造2階建
所在地／末広町23-9 景観

16蕎麦彩彩　久留葉
大三坂沿いにひっそりと建つ和風平屋の古
民家です。あまり手を加えられることなく、
会席茶屋を経て、現在は蕎麦店として利用
されています。
建築年・構造／大正14年・木造平屋建
所在地／元町30-7 伝建

19旧カール・レイモン居宅
1階・2階とも開口部は縦長窓、モルタル塗
の外壁で、オーソドックスな洋風の建物。「胃
袋の宣教師」と呼ばれたカール・レイモン
が暮らしていました。
建築年・構造／昭和7年・木造2階建
所在地／元町30-3 伝建

18川越電化センター
正面2階に半円3連アーチのベランダがあ
り、アーチを支える4本の木柱には溝状の
装飾がみられます。窓台下にも凝ったレリー
フが施されています。
建築年・構造／明治40年・木造2階建
所在地／末広町18-30 伝建

15幌村家所有建物
1階部分が格子窓を持つ和風様式、2階部分が
縦長窓や軒裏の化粧飾りに塗装を施した洋風
様式。函館ならではの典型的な和洋折衷様式
です。
建築年・構造／明治41年・木造2階建
所在地／元町17-9 伝建

大三坂
教会や洋館が建並ぶ石畳の大三坂は日本の道百選にも選ばれ、元町
の中でも特にエキゾチックな坂道です。坂を登り切った先に続く細
い坂がチャチャ登り。教会の背後に広がる海を望むことができます。10



エリア

B

函
館
建
物

散
歩

20
東
本
願
寺
函
館
別
院
本
堂

附
属
表
門
・
南
門
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀

日
本
で
初
め
て
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
寺
院
と
し
て

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
に
完

成
。
当
初
は
奇
妙
な
建
物
と

し
て
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
の
大

火
の
際
、
一
面
の
焼
け
野
原
に

ほ
ぼ
無
傷
で
残
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
耐
火
建
築
が
普
及
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
国

の
重
要
文
化
財
。

建
築
年
／
大
正
４
年

構
造
／
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建

所
在
地
／
元
町
16-
15

伝
建

浜
風
が
強
く
大
火
の
多
か
っ
た
函
館
で

人
々
に
熱
望
さ
れ
た
の
が﹁
燃
え
な
い
お
寺
﹂。

二
十
間
坂
の
上
に
あ
る
東
本
願
寺
函
館
別
院
の
本
堂
は

１
９
１
５︵
大
正
４
︶年
に
建
立
さ
れ
た

日
本
で
初
め
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
寺
院
で
す
。

当
初
、泥
で
本
堂
を
造
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
人
も
い
ま
し
た
が
、

﹁
上
棟
式
﹂で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
床
に

芸
者
衆
を
集
め
て
手
踊
り
さ
せ
、そ
の
頑
丈
さ
を
強
調
し
て

市
民
か
ら
寄
付
を
集
め
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

東本願寺函館別院

11



東本願寺函館別院附属表門

東本願寺函館別院附属コンクリート塀

東本願寺函館別院本堂

東本願寺函館別院附属南門

21函館市水道局元町配水場
　管理事務所
函館の上水道は横浜に次いで2番目にでき
たもの。元町配水場は亀田川の水を西部
地区に供給するために造られ、この建物も
そのときに建てられました。建物入口上に
は「水」という字をあしらっており、水道
局の歴史を伝えるシンボル的存在です。
建築年・構造／明治22年・れんが造平屋建
所在地／元町1-4 景観

12



22
旧
函
館
区
公
会
堂

港
を
見
下
ろ
す
バ
ル
コ
ニ
ー

を
持
つ
木
造
２
階
建
の
洋
風

建
物
で
す
。
左
右
対
称
の
外

観
で
、
瓦
屋
根
に
は
屋
根
窓

が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

正
面
玄
関
の
円
柱
に
美
し
い

彫
刻
を
施
し
た
柱
頭
飾
り
が

あ
る
な
ど
装
飾
性
が
豊
か
。

日
本
を
代
表
す
る
明
治
洋
風

建
物
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
国

の
重
要
文
化
財
。

建
築
年
／
明
治
43
年

構
造
／
木
造
２
階
建

所
在
地
／
元
町
11-

13

伝
建

基
坂
を
登
り
切
っ
た
高
台
に
そ
び
え
る

旧
函
館
区
公
会
堂
。

大
火
で
焼
失
し
た
町
会
所
に
代
わ
る
施
設
と
し
て
、

１
９
１
０︵
明
治
43
︶年
に
完
成
し
ま
し
た
。

５
万
８
千
円
の
総
工
費
の
う
ち
、

５
万
円
も
の
大
金
を
寄
付
し
た
の
は

時
の
豪
商
、相
馬
哲
平
。

か
つ
て
の
富
豪
は
、財
を
自
ら
の
懐
に
貯
め
ず
、

公
益
事
業
に
惜
し
み
な
く
提
供
し
ま
し
た
。

エリア

C

函
館
建
物

散
歩

13



2階大広間

御座所

2階大広間窓際とカーテン

２
階
の
大
広
間
は
畳
２
６
０
枚
分
。

柱
が
一
本
も
な
い
釣
り
天
井
で
、

当
時
の
建
築
技
術
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

◀正面両側のペディメン
ト（破風）には 唐 草 模
様の装飾。洋風建物に
伝統的な和風の意匠を
組み込んでいるのが斬
新です。

▶
屋根窓（ドーマーウィン
ドゥ）は北海道独特の洋
風スタイル。旧道庁など
多くの公共建築に用いら
れた意匠です。

旧函館区公会堂

14



23
旧
北
海
道
庁
函
館
支
庁
庁
舎

　（
元
町
観
光
案
内
所
・

函
館
市
写
真
歴
史
館
）

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
を
基
調
と
す
る

ク
ラ
シ
カ
ル
な
木
造
庁
舎
で
す
。
特

徴
は
中
央
部
に
ふ
く
ら
み
を
持
つ
4

本
の
柱
で
支
え
て
い
る
柱
廊
玄
関
。

2
階
に
張
り
出
し
た
三
角
屋
根
に

は
、
コ
リ
ン
ト
式
の
柱
頭
飾
り
も
見

ら
れ
ま
す
。
現
在
は
函
館
市
写
真
歴

史
館
、
元
町
観
光
案
内
所
と
し
て
一

般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
築
年
／
明
治
42
年

構
造
／
木
造
2
階
建

所
在
地
／
元
町
12-

18

伝
建 

道
有
形

エリア

C

函
館
建
物

散
歩

１
９
０
９（
明
治
42
）年
に
建
て
ら
れ
た
北
海
道
庁
函
館
支
庁
。

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
を
基
調
と
し
た
設
計
の
な
か
で
も
、

コ
リ
ン
ト
式
の
柱
が
支
え
る
玄
関
ポ
ー
チ
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
き
ま
す
。

近
く
に
は
諸
外
国
の
領
事
館
や
税
関
、
病
院
、
銀
行
、
商
社
が
建
ち
並
び
、

政
治
の
中
心
地
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

旧北海道庁
函館支庁庁舎

15



25花かんろ
古くは駄 菓子屋だった平屋の和風 建物を、
1995（平成7）年に原形改修し、喫茶店として
函館らしいスタイルでリノベーションしています。
建築年・構造／大正10年・木造2階建
所在地／元町14-6 伝建

26茶房菊泉
和風平屋建の妻入り建物は、周辺では唯一の
もの。酒問屋の別宅として大正期に建てられ、
現在は和風喫茶として利用されています。
建築年・構造／大正10年・木造平屋建
所在地／元町14-5 伝建

27元町日和館
1階2階ともに上げ下げ縦長窓を配し、南京下見
板張り、胴蛇腹、軒を支える持ち送りなど、特徴
のある洋館で土産物店として利用されています。
建築年・構造／大正10年・木造2階建
所在地／元町10-13 伝建

30プレイリーハウス
アメリカの建築家F.L.ライトの弟子、田上義也
の代表作のひとつ。幾何学的モチーフの門扉
など昭和初期のモダン住宅の雰囲気を伝えま
す。国の登録有形文化財。
建築年・構造／昭和3年・木造2階建
所在地／元町32-10 景観  国有形

29旧小林写真館
現存する写真館としては道内最古といわれる
洋風建物。2009（平成21）年から再び写真
館として利用されています。
建築年・構造／明治40年・木造2階建
所在地／大町2-9 景観

28川村家住宅
大正期の和洋折衷建物です。1階は漆喰塗りの
小壁がついた和風のしつらえで、2階は縦長の
上げ下げ窓と、持ち送りのある洋風の建物です。
建築年・構造／大正11年・木造2階建
所在地／元町10-10 伝建

市
域
の
半
分
を
焼
失
し
た
１
９
０
７（
明
治
40
）年
の
大
火
で
も

類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
赤
れ
ん
が
の
書
籍
庫
。

れ
ん
が
の
一
部
に
は
明
治
七
〜
九
年
と
記
さ
れ
た

「
函
館
製
造
」の
刻
印
が
あ
り
ま
す
。

上
磯（
現
北
斗
市
）の
茂
辺
地
に
あ
っ
た
開
拓
使

直
営
の
れ
ん
が
工
場
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

24
旧
開
拓
使

函
館
支
庁
書
籍
庫

窓
に
は
防
火
の
鉄
扉
と
鉄

柵
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年

の
大
火
で
も
類
焼
を
ま
ぬ

が
れ
ま
し
た
。
開
拓
使
直

営
の
茂
辺
地
煉
瓦
石
製
造

所
の
れ
ん
が
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、
北
海
道
の
れ
ん

が
造
の
歴
史
を
伝
え
る
貴

重
な
建
築
で
す
。

建
築
年
／
明
治
13
年

構
造
／
れ
ん
が
造
２
階
建

所
在
地
／
元
町
12-

１

伝
建 

道
有
形

旧開拓使
函館支庁書籍庫

16



幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
3
度
の
火
災
に

見
舞
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
。

現
在
残
る
白
亜
の
建
物
は

１
９
１
３（
大
正
2
）年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
英
帝
国
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ス
タ
イ
ル
が

踏
襲
さ
れ
た
美
し
い
公
館
に
は
、

１
９
３
４（
昭
和
9
）年
ま
で
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

33中華会館
三国志の武将である関羽を祀った関帝廟形式
の集会所。横浜や神戸の中華会館が戦災で失
われたため、日本唯一の貴重な建物です。
建築年・構造／明治43年・れんが造平屋建
所在地／大町1-12 景観  国有形

34ジャックス社屋（函館市文学館）
第一銀行函館支店として建設された重厚な建
物。左右対称のデザインで、内部には大きな
吹き抜け、2階部分に回廊があります。
建築年・構造／大正10年・れんが造2階建
所在地／末広町22-5 景観

35市立函館博物館郷土資料館
れんがの上に漆喰を塗った洋風不燃質の店舗で
す。1907（明治40）年の大火では、周囲の店
舗が焼失するなか、類焼をまぬがれました。
建築年・構造／明治13年・れんが造2階建
所在地／末広町19-15 景観  道有形

エリア

C

函
館
建
物

散
歩

31
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館

イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は
１
８
６
３（
文

久
3
）
年
に
建
て
ら
れ
た
後
、
幕

末
か
ら
明
治
期
の
3
回
に
わ
た
っ

て
被
災
。
１
９
１
３
（
大
正
2
）

年
に
現
在
の
元
町
の
地
に
新
築
さ

れ
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
外
観
に

は
、
大
英
帝
国
が
植
民
地
統
治
の

政
庁
に
用
い
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ス

タ
イ
ル
が
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
築
年
／
大
正
2
年

構
造
／
れ
ん
が
造
2
階
建

所
在
地
／
元
町
33-

14

伝
建 

市
有
形

旧イギリス
  領事館

17



37生田ステンドグラス函館
1階は和風、2階は洋風の和洋折衷様式。坂
道の急斜面に建ち、奥は半地下構造になって
います。ガラス小物づくりを体験できる工房
として利用されています。
建築年・構造／明治42年・木造2階建
所在地／大町1-33 伝建

36喫茶ＪＯＥ
1階には3連アーチ、2階にもアーチ型の窓を
備えたしゃれた建物です。外壁はれんがです
が、表面を塗り石造り風に見せています。
建築年・構造／明治18年・れんが造2階建
所在地／大町9-14 景観

38相馬株式会社
創建時の姿を保つルネッサンス風の商家建築
です。ペディメントのある上げ下げ窓や、丸型
や角型の屋根窓が特徴。大正期の代表的な洋
風建物のひとつです。
建築年・構造／大正2年・木造2階建
所在地／大町9-1 伝建

◀隣接している土蔵
の屋根は瓦葺の切
妻造り。漆喰保護
のため鉄板で壁の
全面を保護してい
ます。内部は総ヒ
バ造りの豪華な設
計です。

窓からは函館港を一望▶
できます。

32
旧
相
馬
邸

北
海
道
屈
指
の
豪
商
、
相
馬
哲

平
が
函
館
港
を
一
望
で
き
る
高

台
に
建
設
し
た
私
邸
。
本
格
的

な
和
風
住
宅
で
す
が
、
正
面
玄

関
の
横
は
洋
間
の
応
接
室
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
一

般
公
開
さ
れ
、
別
棟
は
民
宿
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
築
年
／
明
治
41
年

構
造
／
木
造
一
部
2
階
建

所
在
地
／
元
町
33-

２

伝
建

函
館
屈
指
の
豪
商
、
相
馬
哲
平
氏
の
私
邸
だ
っ
た
お
屋
敷
は
、

和
室
10
間
に
洋
室
1
間
の
豪
勢
な
も
の
。

ケ
ヤ
キ
の
1
枚
板
で
で
き
た
戸
や
、
細
部
に
凝
っ
た
欄
間
な
ど
に
、

一
世
紀
を
超
え
る
長
い
歴
史
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
内
部
も
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

別
棟
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
宿
泊
も
可
能
で
す
。

旧
相
馬
邸

18



エリア

D

函
館
建
物

散
歩

39
旧
函
館
西
警
察
署
庁
舎

　（
函
館
市
臨
海
研
究
所
）

大
正
末
期
の
建
築
で
、
現
存
す
る
警

察
庁
舎
と
し
て
は
北
海
道
最
古
の
も

の
。
建
物
角
部
を
曲
面
で
仕
上
げ
、

そ
こ
に
正
面
玄
関
を
配
し
、
角
地
に

建
つ
建
物
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た

設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
玄
関
両
脇

の
4
本
の
柱
や
縦
長
の
窓
な
ど
が
印

象
的
で
、
重
厚
な
な
か
に
も
柔
ら
か

さ
を
感
じ
さ
せ
る
造
形
で
す
。

建
築
年
／
大
正
15
年

構
造
／
Ｒ
Ｃ
造
2
階
建

所
在
地
／
大
町
13 -

１

景
観

函
館
市
臨
海
研
究
所
が
た
た
ず
む
場
所
は
、

江
戸
末
期
、
ペ
リ
ー
が
黒
船
で
上
陸
し
た
場
所
。

正
面
玄
関
の
あ
る
建
物
の
角
を

な
だ
ら
か
な
ア
ー
ル
で
仕
上
げ
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
建
物
は
、

１
９
８
４（
昭
和
59
）年
ま
で
、

現
役
の
警
察
署
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

旧函館西警察署庁舎
19



40
太
刀
川
家
住
宅
店
舗

 

　（TACHIKAW
A CAFÉ

）

れ
ん
が
造
の
壁
の
上
に
漆
喰

を
塗
っ
た
不
燃
質
の
和
風
建

物
で
、
左
右
両
側
に
防
火
用

の
袖
壁
を
備
え
る
な
ど
、
度

重
な
る
大
火
に
備
え
た
造
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
1
階
部

分
に
は
2
本
の
鋳
鉄
柱
の
上

に
3
連
ア
ー
チ
を
設
け
る
な

ど
、
洋
風
建
物
の
デ
ザ
イ
ン

も
採
用
。
明
治
末
期
に
建
築

さ
れ
た
商
家
の
典
型
と
し
て

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

建
築
年
／
明
治
34
年

構
造
／
れ
ん
が
造
2
階
建

所
在
地
／
弁
天
町
15-

15

景
観

43坂下商店所有建物（民宿ミートハウス）
1階が和風、2階が洋風の和洋折衷様式で、西
側にれんが造の防火壁を備えているのが特徴
です。現在は民宿として利用されています。
建築年・構造／明治40年・木造2階建
所在地／弁天町22-14 景観

41大幸機動興業所社屋（ヤマト佐藤商会）
3階正面にバルコニーを持つしゃれた建物。
かつてはロシアの鮭鱒を扱う会社でしたが、
現在はカフェや雑貨店が営業してます。
建築年・構造／大正5年・木造3階建
所在地／弁天町15-12 景観

42今井家所有住宅
米穀店兼住居として建築されたもの。正面の店舗部
分は瓦屋根の和風2階建、住居部分は2階に縦長窓
を採用するなど洋風の意匠も組み入れています。
建築年・構造／明治40年・木造2階建
所在地／弁天町15-10 景観

44小森家住宅店舗
1階が和風、2階が洋風の典型的な和洋折衷
様式。2階の両開き窓は窓台のない額縁形式
で、数少ない明治30年代の貴重な遺構です。
建築年・構造／明治34年・木造2階建
所在地／弁天町23-14 景観

45和島家住宅（ペンション古和）
1階は引き違い戸や格子の出窓で和風のたた
ずまい。2階は縦長の上げ下げ窓に、持ち送り
のついた屋根など、洋風の意匠になっています。
建築年・構造／大正4年・木造2階建
所在地／弁天町16-9 景観

１
９
０
１（
明
治
34
）年
建
築
の
土
蔵
造
り
の
商
家
が
、

１
０
０
年
を
超
え
る
時
を
経
て
、

風
情
あ
る
カ
フ
ェ
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

れ
ん
が
造
の
壁
を
漆
喰
で
塗
り
込
め
た
防
火
建
築
で
、

1
階
間
口
上
部
に
は
３
連
ア
ー
チ
を
施
す
な
ど
、

洋
風
建
物
の
意
匠
も
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

40太刀川家洋館
主屋のわきに応接用として増築され
た洋風2階建。破風や軒下に植物模
様が施され、入口部分をコリント式
円柱が支えています。
建築年・構造／大正4年・木造2階建
所在地／弁天町15-15 景観

太
刀
川
家
住
宅
店
舗

20



46
大
正
湯

中
央
を
わ
ず
か
に
突
出
さ
せ
、

三
角
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
載
せ
た

左
右
対
称
の
木
造
2
階
建
。
縦

長
窓
や
、
1
階
と
2
階
を
区
切

る
胴
蛇
腹
の
装
飾
な
ど
が
見
ら

れ
、
銭
湯
の
よ
う
な
庶
民
的
な

建
物
ま
で
洋
風
建
築
が
波
及
し

て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
好
例
で

す
。

建
築
年
／
昭
和
３
年

構
造
／
木
造
2
階
建

所
在
地
／
弥
生
町
14-

９

景
観

函
館
建
物

散
歩

エリア

E

そ
の
名
の
通
り
、
大
正
時
代
創
業
の
古
い
銭
湯
。

左
右
対
称
の
木
造
洋
館
は
、

１
９
２
８（
昭
和
３
）年
に
建
て
替
え
た
も
の
。

当
時
は
さ
ぞ
ハ
イ
カ
ラ
な
お
風
呂
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

む
か
し
懐
か
し
い
番
台
に
は
、

三
代
目
の
女
将
が
座
っ
て
い
ま
す
。

大正湯21



47
旧
ロ
シ
ア
領
事
館

設
計
者
は
ド
イ
ツ
人
建
築

家
の
Ｒ
．ゼ
ー
ル
。幸
坂
の

急
勾
配
に
建
つ
建
物
は
、

赤
れ
ん
が
の
外
壁
に
、
白

い
漆
喰
が
施
さ
れ
、
赤
と

白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印

象
的
。
正
面
入
口
の
上
に

は
寺
院
風
の
唐
破
風
が
つ

け
ら
れ
、
柱
の
上
部
に
は

軒
を
支
え
る
組
物
が
あ
る

な
ど
、
和
風
意
匠
と
の
組

み
合
わ
せ
が
独
特
の
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

建
築
年
／
明
治
41
年

構
造
／
れ
ん
が
造
2
階
建

所
在
地
／
船
見
町
17-

３

景
観

48実行寺　本堂
切妻の四方にひさしを葺きおろした入母屋瓦
葺の土蔵造り。正面に大きく張り出した部分
は弓形の唐破風になっています。
建築年・構造／大正7年・木土蔵造平屋建
所在地／船見町18-18 景観

49称名寺　本堂
東本願寺函館別院に次ぐ、市内2番目の鉄筋
コンクリート造りの寺院。通り沿いに3つの
寺院が並び、寺町を形成しています。
建築年・構造／昭和4年・RC造平屋建
所在地／船見町18-14 景観

50山上大神宮　本殿
幸坂を上り詰めたところにある神社。景観形
成指定建築物等の中では唯一の神社建築で
す。
建築年・構造／昭和5年・木造平屋建
所在地／船見町15-1 景観

51函館検疫所台町措置場（ティーショップ夕日）
1885（明治18）年、当時の主要6港（函館・横浜・神戸・下関・長崎・新潟）に設置された常設
消毒所のひとつ。現在は喫茶店として再利用されていますが、全国的にみても数少ない初期港湾
施設の遺構です。
建築年・構造／明治18年・木造平屋建　所在地／船見町25-18 景観

52東本願寺函館別院船見支院　本堂
元町の東本願寺函館別院の墓地を管理するた
めに建てられたもの。境内には木造の水盤舎、
石造りの預骨堂があります。
建築年・構造／大正15年・木造平屋建
所在地／船見町18-20 景観

眼
下
に
函
館
港
を
見
下
ろ
し
、
幸
坂
の
高
台
に
そ
び
え
る

旧
ロ
シ
ア
領
事
館
は
、
１
９
０
８（
明
治
41
）年
に
建
て
ら
れ
た
洋
館
。

赤
れ
ん
が
の
外
壁
と
、
漆
喰
の
白
い
縁
取
り
の

鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
で
す
。

こ
こ
で
発
給
さ
れ
た
査
証
（
ビ
ザ
）
を
持
ち
、

多
く
の
日
本
人
が
ロ
シ
ア
沿
岸
の

漁
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

旧
ロ
シ
ア
領
事
館

22



函
館
建
物

散
歩

エリア

E

江
戸
初
期
に
創
始
さ
れ
た
と
い
う
高
龍
寺
。

函
館
に
現
存
す
る
寺
院
で
は
、
最
も
古
い
お
寺
で
す
。

総
ケ
ヤ
キ
造
の
本
堂
は
、
１
９
０
０（
明
治
33
）年
に

越
後
の
名
工
を
招
い
て
造
っ
た
名
建
築
。

１
９
１
１（
明
治
44
）年
建
立
の
山
門
に
施
さ
れ
た

芸
術
的
な
彫
刻
装
飾
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

開山堂
れんが造り漆喰壁の建物で、屋根の小屋まわ
りの白壁が目を引きます。境内の中で一番古
く明治33年の落成です。
建築年・構造／明治33年・木造平屋建

鐘楼
山門から境内に入り、すぐ右手にある鐘突き
堂。4本の柱に支えられた銅板葺の入母屋造
りで、大正11年の建築です。
建築年・構造／大正11年・木造

山門
総ケヤキ造りで、前後に4本の柱を
立てた八脚門。本堂と同じ入母屋屋
根をかけています。象鼻や獅子鼻の
彫刻が施された欄間など、装飾性の
高さが特徴です。
建築年・構造／明治44年・木造

高
龍
寺

23



N

寺町通り

金比羅堂

水盤舎

鐘楼 宝蔵

袖垣

防
火
壁

高龍寺
本堂

山門

位牌堂

開山堂

金比羅堂
境内に入って左手にある建物で、入母屋瓦葺
屋根が四方に向いている特殊な形状をしてい
ます。
建築年・構造／大正4年・木造平屋建

水盤舎
参拝者が手を清めるための施設。境内の参道
左手にあり、銅板葺の入母屋屋根を4本の柱
が支えています。
建築年・構造／大正4年・木造

位牌堂
金比羅堂と回廊でつながる建物。本堂の入母
屋屋根を小型にした形式で、全体の形もよく
似ています。
建築年・構造／昭和8年・木造平屋建

山門や本堂には、龍や
獅子、鳳凰などの精巧
な彫刻がいたるところ
に施されています。

袖垣・防火塀
山門を挟んで左右には土蔵造に
瓦屋根の袖垣がのび、左側の民
地との境にはより高いれんが造
の防火壁があります。ともに明
治43年の竣工ですが、右手墓地
側の低いれんが塀はそれより古
いものと推測されています。
建築年・構造／明治43年・木造・
れんが造

宝蔵
鐘楼の右手に建つ、れんが造漆
喰壁の蔵。入口部分のれんがと、
漆喰の蔵造がひとつになってい
ます。
建築年・構造／大正5年・れんが
造平屋建

53
高
龍
寺
　
本
堂

総
ケ
ヤ
キ
造
の
寺
院
で
す
。
越
後
か
ら
呼

び
寄
せ
た
職
人
の
手
で
１
９
０
０
（
明
治

33
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
屋
根
の
上
部

は
2
方
向
、
下
部
は
左
右
四
方
向
に
勾
配

を
持
つ
、入
母
屋
造
。
そ
の
下
に
裳
階
（
も

こ
し
）
と
呼
ば
れ
る
ひ
さ
し
状
の
飾
り
屋

根
が
つ
い
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
明
治
後

半
か
ら
昭
和
初
期
の
建
築
物
が
数
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、
本
堂
を
は
じ
め
9
件
が
景

観
形
成
指
定
建
築
物
等
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

建
築
年
／
明
治
33
年

構
造
／
木
造
平
屋
建

所
在
地
／
船
見
町
21-

11
景
観
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正面2階に半円型3連アーチ
のバルコニーを持つ洋風建物
です。1907（明治40）年
に建築され、大正年間にはロ
シア人が営むリューリ商会が
所有していました。現在の建
物は復原されたものですが、
函館が国際貿易港として栄え
ていた時代の面影をとどめて
います。

洋風様式

1階が和風、2階は洋風という和洋折衷スタイルの建物は函館から始まりました。
数が増えていくのは1907（明治40）年の大火の復興期から。進取の気風に富ん
だ商人たちが、商いをしやすいよう1階は開口部を広くとった伝統的な和風の店構
えにし、商売が繁盛している証しとして2階部分に流行の洋風デザインを取り入れ
たのではないかと考えられています。和と洋を違和感なく調和させるため、ひさ
しで上下を仕切り、外壁の板張りにも変化をつけました。とはいえ、当時はめずら
しかった上げ下げ窓や両開き窓でモダンに設計された2階部分も、内部のしつらえ
は純和風。畳を敷いた和室になっていたのも特徴です。末広町に建つ「和雑貨いろ
は」は、もと海産問屋の店舗で、典型的な和洋折衷建物のひとつ。2階部分が板を水
平に張って外壁を仕上げる下見板張りで、1階が和風の造になっています。建物の
奥にはれんが造の防火壁が取り付けられているのも函館らしさを物語っています。

さまざまなデザインの建物が
並ぶ函館の街並みでは、純和
風の建物はむしろめずらしい
存在。洋館が建ち並ぶ坂道
に、目立つことなくひっそり
とたたずんでいます。重厚な
瓦屋根はもちろん、昔ながら
の土蔵を持つ建物も昔の姿の
ままで残っています。

和洋折衷様式

和風様式

日
本
最
初
の
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
、
異
国
文
化
が
い
ち
早
く
上
陸
し
た
函
館
の
街
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
建
築
様
式
が
混
在
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

た
と
え
ば
、
高
龍
寺
の
れ
ん
が
塀
は
、

東
側
が
イ
ギ
リ
ス
積
み
、
西
側
が
フ
ラ
ン
ス
積
み
と
異
な
る
様
式
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
独
特
な
も
の
。

函
館
で
し
か
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
意
匠
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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鉄筋コンクリート構造（RC
造）の建物が増えたのは、大
正期後半から昭和初期にかけ
て。1921（大正10）年の
大火の後はコンクリート造や
ブロック造の商店が並ぶ近代
的な街並みが生まれ、昭和初
期には小学校など公共建築の
不燃化も進められました。

ペディメント（破風）とは、玄
関入口の上や窓の上部に装飾
的に用いられる三角形の切妻
屋根のこと。ドーマーウィン
ドゥとは丸型や角型の屋根窓
のこと。1914（大正3）年
に建てられた相馬株式会社の
木造社屋は、ルネッサンス風
の洋風建築で、大正期の建築
技術の高さを物語ります。

1879（明治12）年の大火
の後、開拓使が耐火建築を奨
励したのをきっかけに、函館
の有力商人たちはれんが壁に
漆喰を重ねて洋風不燃質の店
舗を造るようになりました。
そのため1907（明治40）
年の大火では類焼をまぬが
れ、明治期のまちの雰囲気を
平成のいまに伝えています。

れんが壁に漆喰仕上げを施し
た白壁と銅板屋根の緑色のコ
ントラストが印象的なハリス
トス正教会。ロシアビザンチ
ン様式を基本とした設計で
す。屋根の上に玉ねぎ型の
クーポルが6つと十字架が配
置されたそのスタイルは、日
本で唯一のものです。

書籍庫に使用されているれん
がの一部には、明治七〜九年に
かけての「函館製造」の刻印が
あり、1872（明治5）年に開
拓使が創設した官営工場、茂辺
地煉瓦石製造所のれんがが使
用されています。書籍庫の建
築は1880（明
治13）年ごろ
と推測されてい
ます。

高龍寺のれんが塀は、西側が
フランス積み、東側がイギリ
ス積み、と異なる技術で積み
上げられています。フランス
積みはひとつの列に長手と小
口を交互に並べる方法、イギ
リス積みは長手と小口を一列
ずつ重ねる方法。焼け焦げの
痕跡がある西側は、1907
（明治40）年以前のものと
推測されています。

鉄筋コンクリート構造

相馬株式会社
ペディメント（破風）と
ドーマーウィンドゥ

れんが造漆喰仕上げ

ハリストス正教会の屋根

旧開拓使書籍庫のれんが

高龍寺のれんが塀
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船見
坂

千歳
坂

幸坂

姿見
坂

常磐
坂

弥生
坂

東坂

基坂

日和
坂

八幡
坂

大三
坂

チャ
チャ
登り

二十
間坂

南部
坂

護国
神社
坂

あさ
り坂

青柳
坂

緑の島

西埠頭

ペリー提督
来航記念碑

函館聖ヨハネ教会

元町公園

はこだて
明治館

函館市北方
民族資料館

函館市北方
歴史資料館

北海道第一歩の地碑

西波止場

新島襄海外渡航の地碑

弥生小学校

西高等学校

函館漁港

外国人墓地

函館どつく

西中学校

水産
物地
方卸
売市
場

函館どつく前

大町

末広町

十字街

宝来町

函館山ロ
ープウェ

イ

函館市電

至函
館駅
→

入舟町

船見町

弥生町

弁天町

大町

元町

豊川町

末広町

東川町

宝来町

青柳町

函
館
山
登
山
道

43

10 9
8

16

38

37

31

22
23 24 32

2528
27 26

1
2

3

57

6

4

11

12
13

14
20

15

19

エリアE

エリアD

エリアC

エリアB

エリアA

17

34

35

30

33
29

36

39

41

50

53

47

48

52

49

46

51

18

21

45

44

40
42

函館市では歴史的な街並みを守るため、
いち早く「函館市都市景観条例」を制定。

「景観形成指定建築物等」と「伝統的建造物」を指定して、
街並みの保全に努めてきました。

函館建物散歩マップ
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青柳町

函
館
山
登
山
道
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18
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1 ＢＡＹはこだて………………………4P

2 金森倉庫１号・２号…………………4P

3 金森倉庫３号・４号・５号… ………4P

4 函館市末広町分庁舎… ……………5P

5 旧茶屋亭… …………………………6P

6 高田屋嘉兵衛資料館１号・２号… ……6P

7 ザ・グラススタジオイン函館… ……6P

8 和雑貨いろは… ……………………6P

9 市水商会… …………………………6P

10 深谷米穀店… ………………………6P

11 函館ハリストス正教会………………7P

12 遺愛幼稚園……………………………8P

13 カトリック元町教会聖堂……………9P

14 鷲見家所有建物・附属石塀……… 10P

15 幌村家所有建物… ……………… 10P

16 蕎麦彩彩　久留葉… …………… 10P

17 ホテルニュー函館………………… 10P

18 川越電化センター………………… 10P

19 旧カール・レイモン居宅………… 10P

20 東本願寺函館別院… …………… 11P

21 函館市水道局元町配水場管理事務所… … 12P

22 旧函館区公会堂… ……………… 13P

23 旧北海道庁函館支庁庁舎… …… 15P

24 旧開拓使函館支庁書籍庫… …… 16P

25 花かんろ…………………………… 16P

26 茶房菊泉… ……………………… 16P

27 元町日和館… …………………… 16P

28 川村家住宅… …………………… 16P

29 旧小林写真館… ………………… 16P

30 プレイリーハウス………………… 16P

31 旧イギリス領事館………………… 17P

32 旧相馬邸… ……………………… 18P

33 中華会館… ……………………… 17P

34 ジャックス社屋…………………… 17P

35 市立函館博物館郷土資料館… … 17P

36 喫茶JOE… ……………………… 18P

37 生田ステンドグラス函館………… 18P

38 相馬株式会社… ………………… 18P

39 旧函館西警察署庁舎… ………… 19P

40 太刀川家住宅店舗・洋館………… 20P

41 大幸機動興業所社屋… ………… 20P

42 今井家所有住宅… ……………… 20P

43 坂下商店所有建物… …………… 20P

44 小森家住宅店舗… ……………… 20P

45 和島家住宅… …………………… 20P

46 大正湯… ………………………… 21P

47 旧ロシア領事館…………………… 22P

48 実行寺　本堂… ………………… 22P

49 称名寺　本堂… ………………… 22P

50 山上大神宮　本殿… …………… 22P

51 函館検疫所台町措置場… ……… 22P

52 東本願寺函館別院船見支院　本堂… … 22P

53 高龍寺… ………………………… 23P

伝建  伝統的建造物
弥生町、大町、元町、末広町、豊川町の各一部を「伝統的建造物群保存地
区」と定め、地区内で重要な価値があると認められる建造物について「伝
統的建造物」に指定し、助成などを行いながら保存を図っています。平成
元年には、国の「重要伝統的建造物群保存地区」に選定されています。

景観  景観形成指定建築物等
歴史的な建造物が多数存在し、函館らしい歴史と文化を形づくっている
景観を有している地域を「都市景観形成地域」に指定。地域内で重要な価
値があると認められる建築物等について「景観形成指定建築物等」に指
定し、助成などを行いながら保全を図っています。

国有形  国の登録有形文化財
道有形  北海道指定有形文化財
市有形  函館市指定有形文化財
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※マップ上の　　は伝統的建造物

　　　　　　　　は景観形成指定建築物等



東京以北で最初の女学校として1882（明治15）年に創立された遺愛女学校。当
初、校舎は元町に建設されましたが1907（明治40）年の大火で焼失。翌年に現在地

（杉並町）に移転しました。

1902（明治 35）年に豊川町に新築され
た区役所は、ゴシック様式の屋根を持つ本
格的な洋館。時の豪商・相馬哲平が敷地と
建築費の一部を寄付して竣工。1934（昭
和9）年の大火で惜しくも焼失しました。

1882（明治15）年に開拓使が廃止されると、函館・札幌・根室の3県制が発足。基坂
の上に函館県庁が設けられました（写真中央）。しかし、わずか4年後には北海道庁が
設置され、3県制は終わりを迎えます。

北海道鉄道の函館駅が開業したのは1902（明治35）年。写真は3代目の駅舎で、1938
（昭和13）年に焼失しました。青函連絡船の発着駅でもあり、北海道の玄関口としてにぎ
わいました。

モダンなコンクリート建築
の商店が建ち並ぶ昭和初期
の十字街。商店入口には「歳
末大売り出し」の看板が見
えます。北海道で最初にア
スファルト舗装をしたのも
函館でした。

十字街 昭和初期

函館区役所 明治時代

函館停車場 昭和9年頃

遺愛女学校 明治20年

函館県庁 明治18年頃

あ
り
し
日
の

建
物
群

あ
り
し
日
の

建
物
群 （函館市中央図書館所蔵）

（函館市中央図書館所蔵）

（函館市中央図書館所蔵）

（函館市中央図書館所蔵）

（函館市中央図書館所蔵）
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幕末に開設された箱館医学所が前身の函館病院。箱館戦争の際には敵味方な
く治療したと伝えられています。写真の病院は1871（明治4）年愛宕町（現船
見町）に建築されたもの。7年後に焼失し弥生町に移転しました。

1869（明治2）年に
箱館戦争が終結する
と、新政府は本格的
な北海道開拓に向け
て開拓使を設置。現
在の元町公園内に
あった旧奉行所跡に
函館支庁を設けまし
た。

幕末から貿易事務を執り行っていた運上所が、1873（明治6）年か
ら「税関」と名を改めました。写真中央の庁舎は1872（明治5）年
の建築。明治後期には輸出額が増大し、全国屈指の税関になりまし
た。右隣の建物が旧日本銀行函館支店、左隣の建物が相馬株式会
社です。

1856（安政3）年に着工し、1864（元治元）年に完成した
弁天岬台場。外国船襲来に備えて建設した要塞でしたが、
実際に使用されたのは箱館戦争のとき。新選組が中心と
なった旧幕府軍脱走軍が立てこもりました。

箱館奉行に代わり箱館裁判所総督が新設され
たのは1868（明治元）年。1875（明治8）年
に元町の配水地そばに庁舎を新築し、1898

（明治31）年に青柳町へ移転するまで利用し
ていました。　 　 　 　　（北海道大学所蔵）

弁天岬台場 明治20年代

函
館
裁
判
所 

明
治
初
期

開拓使函館支庁 明治初期

函
館
税
関 

明
治
20
年

函館病院 明治時代 度
重
な
る
大
火
で
焼
失
し
た
も
の
。

老
朽
化
に
よ
っ
て
解
体
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
。

時
代
の
波
に
あ
ら
が
え
ず
、

惜
し
く
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
風
景
が
、

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
古
い
写
真
の
な
か
に

ひ
っ
そ
り
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

（函館市中央図書館所蔵）

（函館市中央図書館所蔵）

（函館市中央図書館所蔵）

（函館市中央図書館所蔵）
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Hakodate Information
WELCOME TO HAKODATE
国際観光宣言都市
THE CITY COMMITTED TO INTERNATIONAL TOURISM

観光シンボルマーク

函館市観光コンベンション部ブランド推進課
※本パンフレットの収録内容の無断転載、複写、引用等を禁じます。

インターネット
情報

Internet 
Information

函館市観光案内所（JR函館駅舎内）
Tourist Information Center (in the JR Hakodate Station Building)
函館市若松町12－13　☎0138-23-5440

函館市元町観光案内所
Motomachi Tourist Information Center
函館市元町12－18　☎0138-27-3333

㈳函館国際観光コンベンション協会
Hakodate International Tourism and Convention Association
函館市元町33－14　☎0138-27-3535

函館市観光コンベンション部ブランド推進課
Brand Promotion Section, Tourism Convention Department, City of Hakodate 
函館市東雲町4－13　☎0138-21-3323

函館観光情報サイト“はこぶら”
Hakodate city tourist information web site "hakobura"
http://www.hakobura.jp/

㈳函館国際観光コンベンション協会ホームページ
Hakodate International Tourism Convention website
http://www.hakodate-kankou.com

電話案内
Useful Telephone 

Numbers
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